
八王子市多文化共生推進プランに基づく取組み状況

学園都市文化課　多文化共生担当
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第2期多文化共生推進プラン　施策の体系図
【基本理念】　国籍、民族、文化の違いを互いに認め合い、助け合い、活かし合いながら共に暮らす多文化共生のまちづくり

基本目標 施策の柱 施策のテーマ ページ数

1 行政情報等の多言語化 1

2 多言語による窓口対応、相談事業の充実 2

3 語学ボランティアの育成と活用 3

4 「やさしい日本語」の普及と活用 3

5 日本語学習支援者の育成と活用 4

6 外国人市民向け日本語学習機会の提供 4

7 生活に関する情報の提供 5

8 就労支援・就労環境の改善 5

9 防災・災害対応 6

10 医療・福祉・子育て支援 6

11 住宅確保の支援 7

12 情報提供・進路指導の充実 7

13 学習支援 8

14 外国人留学生への生活支援 8

15 外国人留学生による地域活性化 9

16 多文化共生意識の啓発 9

17 国際理解の推進 10

2. 外国人市民の社会参加 18 外国人市民への社会参加の支援 10

19 外国人観光客への観光案内 11

20 MICE*の推進 11

21 海外友好交流都市等との交流 12

22 国際協力の推進 12

※MICE（マイス）とは、企業等の会議・研修、
国際機関・団体、学会等が行う国際会議 、展
示会・見本市、イベントなどのビジネスイベン
トの総称。スポーツ・文化イベントなど大小さ
まざまなものが含まれる。

【目標2】
多様な文化を尊重し
共に支え合うまち

1. 意識啓発と社会参画支援
1. 多文化共生の意識づくり

2. 国際交流の推進

1. 外国人観光客等への対応

2. 海外都市との交流

推進する施策

【目標1】
外国人市民も安心し
て暮らせるまち

1. コミュニケーション支援
1. 多言語による情報提供の充実

2. 日本語教育の推進

2. 生活支援

1. 安心・安全な暮らしの確保

2. 外国人児童生徒への教育支援

3. 外国人留学生の支援



施策No.1　行政情報等の多言語化

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

市役所の業務や市の施設・行事紹介などを掲載し
た日本語（ルビ付）と併記の多言語（英語、中国
語、韓国語、スペイン語）情報誌の作成・配布

H7 ▲ ▲ →
外国人向け情報誌「Ginkgo」を英語、中国語、韓国語、スペイン語
で作成・配布（年6回、各回2,144部）。紙媒体での配布は令和６年
度末をもって終了した。

日本遺産「桑都物語」多言語リーフレットの制作 R3 → → →

日本遺産認定ストーリー「霊気満山 高尾山 ～人々の祈りが紡ぐ桑都
物語～」を紹介するリーフレット（日本語・英語）の内容を一部修
正し、文化財関連施設や日本遺産関連イベントで配布し、日本遺産
の周知を図った。
また、市内に点在する構成文化財や関連する主要スポット等を掲載
した桑都物語周遊ガイド（日本語・英語）を新たに製作し、桑都・
八王子への興味関心の向上と周遊促進を図った。
（発行部数：日本語　28,000部、英語7,000部）

八王子らしい景観形成に配慮した統一的な整備に
向け、公共サインの設置基準や表記基準（多言語
化を含む）、デザイン等に関する整備指針を策定
する。

R5 → → →
令和6年度「八王子市公共サイン整備指針策定支援業務委託」によ
り、整備指針の素案を作成した。

毎年5月1日に各戸配布している「検診ガイド」に
ついて、英語・中国語版を作成した。

R4 → → →

毎年5月1日に各戸配布している「検診ガイド」の英語版、中国語版
を、ホームページへ掲載し、市民周知を図った。事業継続である
が、検診ガイドの内容やレイアウトについては変更の可能性があ
る。

富士森体育館について、英語での説明用施設案
内・利用基準を作成。

H18 → → ×
翻訳アプリ等の普及により日本語版の案内で可能であり、直近３年
間の利用実績がないことから廃止とする。

公園における看板等の英語表記 H26 ⇒ ⇒ →

・公園のマナーサイン・コーションサイン等を日本語表記と英語表
記で設置した。（長池公園）
・一部公園ﾄｲﾚ内に日本語表記と英語表記のﾏﾅｰ啓発看板を設置し
た。（フレンドパーク北西）

検診ガイド

日本遺産リーフレット

公園の案内表示の多言語化

富士森体育館施設案内等

行政情報のほか、各種申請書等の多言
語化への取組みを引き続き進める。

外国人向け情報誌「Ginkgo」につい
ては、紙媒体ではなく、電子版を作成

する方向で見直す。

令和7年度は「（仮称）八王子市公共
サイン整備指針（素案）」を決定し、
整備指針に基づく公共サインを設置す
る実証実験を開始する。検証後、修正
したのち整備指針を決定し、令和9年

4月に運用を開始する。
なお、本指針は、策定後に公共サイン
を設置する各所管に周知するととも

に、新たに整備される施設ヘの誘導が
求められるエリアなどに着目し、公共

サインの設置を促進していく。

令和6年度は一部公園トイレ内に設置
していた日本語・英語表記のマナー啓
発看板を、すべての公園トイレ内に設
置していく（フレンドパーク北西）

【施策概要】行政情報、各種申請書、市の施設案内の翻訳を進め、多言語による情報提供、案内表示の充実を図る。

事業内容

スケジュール

R6年度の事業実績など その他事業名

外国人向け情報誌
「Ginkgo」

（仮称）八王子市公共サイン
整備指針の策定

R6年度取組み数：45

1 ページ



施策No.2　多言語による窓口対応、相談事業の充実

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

外国人市民に関する生活・コミュニケーションに
関する相談や暮らしの情報提供を行う在住外国人
サポートデスクの設置。

H17 → ▲ →
在住外国人サポートデスクにおいて、外国人市民に関する生活・コ
ミュニケーションに関する相談対応、暮らしの情報提供を実施。
相談件数：951件

行政書士による外国人個別相談 H20 → → →
行政書士による外国人個別相談（月1回）において必要に応じて語学
ボランティアを活用している。
　相談件数：36件

弁護士による外国人個別相談 R1 → → →
弁護士による外国人個別相談（年4回）において必要に応じて語学ボ
ランティアを活用している。
　相談件数：8件

タブレット端末を利用したテレビ電話通訳によっ
て、市役所職員と外国語を話す来庁者の間の通訳
を行う。

R2 → → →

特に税・子育て・福祉関連所管での利用が多い。利用した部署
からはおおむね好評。庁内での周知を進め、更なる活用を図
る。
【利用件数】142件

外国語のできる職員の登録・緑の職員ストラップ
の着用

H13 → → →
随時、外国語のできる職員の募集・登録を行っている。
　登録者：86人（R6年度）

災害発生時の避難所等において、コミュニケー
ションを円滑に行うツールとして、「コミュニ
ケーション支援ボード」を作成し、市内の避難所
や一時滞在施設に配備する。

H30 → → →
英語、中国語、韓国・朝鮮語に対応した「コミュニケーション支援
ボード」を市内の避難所や一時滞在施設に引き続き配備した。

多文化共生推進事業協力員制
度

コミュニケーション支援ボー
ドの作成・配備

サポートデスクについて、より効率的
な運営とするため、令和７年度より木
曜日を定休日とし、開設日を月～水、
金土とする。

窓口対応の更なる充実に向け、ICT技
術の活用が進んでいる。

行政書士による外国人個別相
談

事業名

弁護士による外国人個別相談

多言語テレビ電話通訳

【施策概要】多文化共生推進事業協力員（外国語を話すことができる職員）や八王子国際協会の語学ボランティアによる通訳のほか、多言語シートやICT技術等の活用により、多言語による市役所等の窓口対応の充実を
図る。

事業内容

スケジュール

R6年度の事業実績など その他

在住外国人サポートデスク

R6年度取組み数：15
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施策No.3　語学ボランティアの育成と活用

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

外国人おもてなし語学ボランティア育成講座修了
者等を対象とした交流会を実施

H28 → → →
外国人おもてなし英語学習会実施
3回（アイルランド１回、アメリカ２回）、参加者数：72人

語学ボランティアによる通訳・翻訳支援 H15 → → → 通訳実績：15件　翻訳実績：40件

施策No.4　「やさしい日本語」の普及と活用

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

外国人市民向けに、マナー看板やコーションサイ
ンへ「やさしい日本語」表記

H29 → → →
外国人市民へ向けて、マナー看板やコーションサインにおいて平易
な日本語を使用し、漢字にはフリガナをふるなどの工夫をした）

職員研修時にやさしい日本語について説明し、職
員に周知

H26 → → →

職員向けに「やさしい日本語」研修を実施した。
助っ人留学生も職員の会話相手として参加した。
職員参加者数51人
参加職員のアンケート結果からは有意義であったとの意見が大半で
あった。

市民向けにやさしい日本語講座を実施 H27 → → →
R6年度も防災課が主催する防災指導員育成研修会おける研修科目の
１つとして「やさしい日本語」を取り上げた（計2回実施）。

やさしい日本語講座

公園の案内表示の「やさしい
日本語」表記

職員向けやさしい日本語研修
の実施

語学ボランティア登録者数は年々増え
ている。引きつづき登録者の増加をめ

ざす。
　

【語学ボランティア登録者数】
　　H30：272人
　　R  1：349人
　　R  2：352人
　　R  3：357人
　　R  4：368人
　　R  5：371人
　　R  6：379人

　　　　　　（R7.３月末現在）

語学ボランティアによる通
訳・翻訳支援

R6年度の事業実績など その他

その他

事業内容

スケジュール

事業内容

【施策概要】市役所の窓口や在住外国人サポートデスクのほか、国際的なイベント等において語学ボランティアが活躍できるよう支援する。

事業名

外国人おもてなし語学ボラン
ティアの集い、交流会

【施策概要】「やさしい日本語」の普及啓発に努めるとともに、研修等により、行政情報の提供や窓口対応等における活用を推進する。

R6年度取組み数：8

R6年度取組み数：5

事業名

スケジュール

R6年度の事業実績など

公共施設等において、英語併記を中心
にした案内表示の改善を進めている。

「やさしい日本語」の活用は徐々に進
んでいる。更なる周知が必要である。

3 ページ



記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

外国人の日本語学習を支援するボランティアを養
成する講座を実施

H20 → → →

日本語ボランティア養成講座の実施
受講者数：59人（基礎講座：全3回×2回 （21＋29）人、ステッ
プアップ講座：全3回×1回、受講者9名）
※基礎講座の内１回は台風により中止

日本語ボランティア養成講座の実施に
おいて日本語学習支援者数が増えるよ
う、ボランティア団体と連携してい
る。

施策No.6　外国人市民向け日本語学習機会の提供

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

外国人のための日本語教室の実施
H2
頃

→ → →
「外国人のための日本語教室」（3コース）。
令和6年度受講者1,621人。また同講座チラシは4か国語（英語、中
国語、韓国語、スペイン語）で発行。

市及びボランティア団体が実施している日本語教
室の情報を周知する。

不明 ▲ ▲ →
市ホームページや外国人向け情報誌「Ginkgo」にて、市及びボラン
ティア団体が実施している日本語教室の情報について周知を図っ
た。

日本語学習教室の情報提供

施策No.5　日本語学習支援者の育成と活用

【施策概要】日本語学習支援を実施するボランティア団体等と連携し、日本語学習支援者の育成及び活用機会の充実を図る。

事業名

日本語ボランティア養成講座

【施策概要】外国人市民が日本語を学びやすい環境を整備するほか、市内外を問わず日本語学習教室の情報提供を行う。

事業名

R6年度取組み数：1

R6年度取組み数：4

外国人のための日本語教室

引き続き日本語を学習する機会を提供
するほか、ホームページや外国人情報
誌等で情報発信を行う。

引き続き「東京日本語教室サイト」の
周知を行う。「Ginkgo」については
英語及び中国語の電子版にて継続す
る。

その他

事業内容

スケジュール

R6年度の事業実績など その他

事業内容

スケジュール

R6年度の事業実績など

4 ページ



施策No.7　生活に関する情報の提供

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

行政情報や医療、防災などの日常生活に必要な情
報を掲載した「外国人のためのくらしの便利帳」
（英語、中国語）を作成・配布

H16 → ▲ →
行政情報や医療、防災などの日常生活に必要な情報を掲載した「外
国人のためのくらしの便利帳」（英語、中国語）を配布した。今後
は電子版を作成する方向で見直しを行う。

家庭用ごみ・資源物収集カレンダーの外国語補助
冊子を作成。

H18 → → →

英語、中国語、韓国語、タガログ語、スペイン語、ポルトガル
語、ベトナム語、ネパール語、インドネシア語の計9種類の家
庭用ごみ・資源物収集カレンダーの補助冊子を作成した。
英語は1,800部、中国語は1,900部、韓国語は1,200部、タ
ガログ語は1,000部、スペイン語、ポルトガル語は各400
部、ベトナム語は1,200部、ネパール語は800部、インドネ
シア語は300部の計9,000部を作成。
※在住外国人住民の国籍を考慮し、カンボジア語からインドネシア
語に作成言語を一部見直し。

交通安全教育指導員が外国人用パンフレット等
（英語、ひらがな）を用いて、日常生活や仕事中
に必要不可欠な日本での交通ルールやマナーに関
する講習を行い、交通安全意識の高揚を図り、交
通事故のない安全で安心なまちを創る。

不明 → → →

外国人向けの出前講座の申し込みがあり、交通安全教育を実施し
た。
「Ginkgo」に交通安全講座の記事を掲載し、外国人の市民が参加し
た。
春・秋の全国交通安全運動のHPに外国人用パンフレットを掲載し交
通安全に関する情報発信を行った。

施策No.8　就労支援・就労環境の改善

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

日本で就職を希望される外国人市民や外国人留学
生向けに情報を収集し、ホームページ等を活用し
て情報提供を図る。

R1 → → → 日本で就職を希望される外国人向けの情報ページを作成している。

介護保険サービス事業所に就労している在日外国
人等に対し、介護業務に必要な日本語の語学力を
習得する教室を実施することにより、介護分野に
おける人材の確保・育成のほか、質の高い介護
サービスの提供体制の強化を図る。

R1 → ▲ →

受講者のレベルに応じ、中級・上級の2クラスで実施した。

【授業回数・受講者数】
春期（5～8月）  ：12回　21人
秋期（10～1月）：12回　20人

外国人人材の積極的活用に向けては、
語学面以外の課題もあるため、国・都
の取り組みも踏まえてより費用対効果
の高いアプローチを探っていく。

事業内容

スケジュール

事業内容

スケジュール

「外国人のためのくらしの便利帳」や
外国人向け情報誌「Ginkgo」で今後
も日常生活や交通安全に関する情報発
信していく。

R6年度の事業実績など その他

R6年度の事業実績など その他

【施策概要】在住外国人サポートデスク等の相談窓口の充実を図るほか、事業者や関係機関と連携し、外国人を採用した企業への支援等により、就職・就業環境の改善を図る。

事業名

就職に関する情報の提供

R6年度取組み数：7

R6年度取組み数：6

【施策概要】生活上のルール・マナーに関する基礎知識等について、関係機関と連携して外国人市民への効果的な周知を図る。

事業名

外国人のためのくらしの便利
帳

家庭用ごみ・資源物収集カレ
ンダー外国語補助冊子の作成

交通安全教育

外国人介護従事者等に対する
日本語学習支援事業
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施策No.9　防災・災害対応

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

外国人が集まるコミュニティを対象に、防災訓練
を実施する。

H28 → → →
東京都つながり創生財団主催の災害時多言語翻訳シミュレーショ
ン、八王子市総合防災訓練、八王子モスク防災訓練を実施した。

市が主催する総合防災訓練に外国人市民が参加で
きるように支援を実施

不明 → → →
10月20日に開催した市総合防災訓練に、2か国7名の外国人（留学
生）が参加した。

八王子市総合防災ガイドブック（英語、中国語、
韓国語）の作成、配布

H30 → → →

八王子市総合防災ガイドブック第３版の外国語版を引き続き市HPで
公開した。
作成言語：英語・中国語
日本語の他9言語に対応した翻訳アプリを活用しガイドブックを公開
した。

施策No.10　医療・福祉・子育て支援

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

妊婦面談及び乳幼児健康診査等の保健事業におけ
る個別対応 (随時)
(各保健福祉センターで同内容実施)

24 → → →

妊婦面談及び乳幼児健康診査にて、英語版アンケートを作成し活用
した。
乳幼児健診の未受診者へ訪問する場合は、外国語表記（英語、中国
語、韓国・朝鮮語、スペイン語、タガログ語、ポルトガル語）の手
紙を活用した。
地区担当保健師による訪問、電話、面接相談や妊婦面談等を実施
し、その際テレビ電話を介したオペレーターによる通訳サービスの
専用タブレットを活用した。

双方向通訳機を保育施設等に配備し、保育士等の
負担軽減を図っている。

R3 → → →
R3年度に双方向通訳機を市で一括購入し、保育施設及び保育幼稚園
課窓口に設置完了。

予防接種ガイドを多言語（英語、中国語）で作
成。保健所、保健福祉センター、多文化共生推進
課にて配布。

27 ▲ → →
ペーパレスの観点から、カタログポケットの活用に切替。
なお、切り替えにより対応言語が増加した。

その他

【施策概要】災害時の外国人支援の仕組みを整備するとともに、外国人市民に対し防災・災害対応に関する意識の啓発を行う。

事業内容

スケジュール

R6年度の事業実績など

外国人コミュニティでの防災
訓練

総合防災訓練への外国人市民
の参加

【施策概要】外国人市民が自ら適切な医療機関を選択できるなど、医療・福祉制度や子育てに関して、情報提供、窓口対応の充実を図る。

事業名

R6年度取組み数：25

八王子市総合防災ガイドブッ
ク（多言語版）の作成、配布

事業名

R6年度取組み数：18

保育所等における多言語対応
推進

予防接種ガイド

保健相談

継続して多言語による周知を図る。

カタログポケットへの切替によりペー
パレス、対応言語が増加したことから
継続。

事業内容

スケジュール

R6年度の事業実績など その他

6 ページ



施策No.11　住宅確保の支援

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

住宅確保要配慮者（低額所得者、被災者、高齢
者、障害者、子どもを育成する家庭、その他住宅
の確保に特に配慮を要する者）の民間賃貸住宅へ
の円滑な入居を促進するため、住戸の登録や賃貸
人等への補助金交付等により支援を行う。

30 → → →
住宅確保要配慮者向け賃貸住宅の登録を促進し、家賃低廉化補助を
実施。

外国人留学生が八王子市で賃貸住宅を借り、保証
人代行制度を利用した際の一部を補助

19 ▲ × 利用件数：17件

R6年度取組み数：11

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

来日して間もない児童・生徒で、日本の生活や言
語などが全く理解できない場合の就学時に、母語
を理解できる外国籍等児童生徒就学時支援者を任
用し、在籍校に派遣。

H4 → → →

日本語の習得が充分でない児童・生徒の就学に対する不安を解消
し、学校生活への円滑な適応を実現するため、就学当初から支援者
を派遣。
　また、日本語の習得状況や学校生活への適応状況等に応じ、追加
派遣を実施。

令和6年度支援実績（支援児童生徒数）：小学校61名、中学校10名

外国にルーツを持つ子どもや保護者を対象に、高
校入試制度等を説明する「日本語を母語としない
高校進学ガイダンス」を実施。

22 → → →
「日本語を母語としない親子のための多言語高校進学ガイダンス」
参加者数：41名（6ヶ国、15家族）

外国人児童・生徒及び保護者とのコミュニケー
ションを円滑に行い、学校生活や学習活動に対す
る不安や適応困難な状況に対応するため、多言語
対応双方向通訳デバイスを導入し、活用。

Ｒ1 → → →
学校での外国人児童・生徒及び保護者とのコミュニケーションを円
滑に行い、学校生活や学習活動に対する不安や適応困難な状況に的
確に対応するため、双方向通訳機を活用。

事業内容

スケジュール

外国籍等児童生徒就学時支援
者の派遣

多言語対応双方向通訳デバイ
スの活用

令和6年からはより地域との交流に結
びつくよう制度改正したが、申請件数
が減少し、令和６年度をもって補助金
制度を廃止とした。

事業内容

スケジュール

R6年度の事業実績など その他

施策No.12　（外国人児童生徒に対する）情報提供・進路指導の充実

住宅セーフティネットの促進

外国人留学生住居賃貸代行保
証料補助金制度

高校進学ガイダンス

R6年度の事業実績など その他

R6年度取組み数：4

【施策概要】多言語化した就学案内等を活用し、外国にルーツを持つ児童生徒とその保護者への情報提供・進路指導の充実を図る。

事業名

【施策概要】外国人市民が円滑に民間賃貸住宅に入居できる環境を整備するとともに、入居の受け入れにあたり賃貸人が抱く不安を解消するための入居支援を行う。

事業名
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施策No.13　（外国人児童生徒に対する）学習支援

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

外国にルーツを持つ子どものために学習支援教室
を実施。

21 ⇒ ⇒ ⇒

北野学習支援教室：毎週水曜日　１５：００～１７：００
八王子駅前教室：毎週月曜日　１６：００～１８：００
学習者数：27人（北野17人、駅前20人）　（３月末現在）
（R5.10～多文化キッズサロンとして実施）

由井第一小学校、南大沢小学校及び打越中学校に
日本語学級を設置し、日本語の習得が不充分な外
国人児童・生徒の実態に応じた授業を実施。

R1 ⇒ → →
由井第一小学校、南大沢小学校及び打越中学校に日本語学級を設置
し、日本語の習得が不充分な外国人児童・生徒の実態に応じた授業
を実施。(R5より南大沢小学校に新設)

市立小・中・義務教育学校に在籍する児童・生徒
のうち、日本語の理解が不十分で学校生活や学習
活動に適応することが困難な児童・生徒を対象と
して、初期の日本語指導を行う日本語指導員を派
遣。

不明 → → →

市立小・中学校に在籍する児童・生徒のうち、日本語の理解が不十
分で学校生活や学習活動に適応することが困難な児童・生徒を対象
として、初期の日本語指導を行う日本語指導員を派遣した。
小学校：41名　　中学校：7名

施策No.14　外国人留学生への生活支援

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

コミュニケーション能力の向上と地域社会との交
流意欲の醸成のため、日本語能力試験の受験料を
補助。

R3 ▲ × 【支給実績】14名

外国人留学生が八王子市で賃貸住宅を借り、保証
人代行制度を利用した際の一部を補助

19 ▲ × 【支給実績】17件

主に新入留学生を対象に、八王子での新生活をス
ムーズに開始できるよう、各種手続や災害情報な
ど、生活の基本的情報を掲載したパンフレットを
作成、配布。

R2 → ▲ →
市内の大学や日本語学校にパンフレットを渡し、配布を依頼した。
【配布部数】624部

主に新入の留学生を対象に、新生活で戸惑うこと
が多いごみ・資源物の出し方について易しく啓発
したパンフレットを、市の指定収集袋と併せて配
布。

R2 → ▲ →
R6年度も希望数を調査し配布を行った。
【配布部数】634部（６言語計）

令和3年の制度改正から3年経過し、
令和6年からはより地域との交流に結
びつくよう制度改正したが、申請件数
が減少し、令和６年度をもって補助金
制度を廃止とした。

令和７年度以降は電子データのみ作成
し、その周知に努める。

【施策概要】外国人児童生徒が学校生活に適応できるよう、市及び教育委員会、ボランティア団体等が連携し、日本語による学習支援の充実を図る。

R6年度取組み数：8

R6年度取組み数：14

R6年度の事業実績など その他

R6年度の事業実績など その他

令和5年10月から日本語を母国語と
しない子どもへの支援のために「多文
化キッズサロン」を設置。学習支援事
業とともに、相談事業、交流事業を充
実させていく。
令和7年度からは、市内大学が主とな
り高尾地区教室を開設（毎週水曜日
15：30～17：30）。今後も市内の
広範囲における支援ができるよう充実
を図る。

【施策概要】大学コンソーシアム八王子をはじめとした関係機関と連携し、日本語学校等も含めた外国人留学生への生活支援の充実を図る。

事業名

日本語学級の設置

日本語適応指導

日本語能力試験受験料補助金

外国人留学生に対するごみの
出し方の啓発

事業名

学習支援教室の実施

事業内容

スケジュール

スケジュール

外国人留学生住居賃貸代行保
証料補助金制度

外国人留学生ガイドブック

事業内容
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施策No.15　外国人留学生による地域活性化

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

地域との交流意欲がある留学生に、その能力を活
かした活動の場を提供。地域社会とのコミュニ
ケーションと交流活動を促進する。

R3 → ⇒ ⇒

総合防災訓練参加・高尾山観光ボランティア・ゲストティーチャー
などで計154名の参加があった。
【活動数】13件
【参加人数】154名

市内の小・中学校で出身国の文化や生活を紹介
し、国際理解を推進に寄与する。

不明 → → →
6月に甲ノ原中学校、2月に第五小学校で、で助っ人留学生（中国、
韓国、ベトナム、スリランカ、ミャンマー、ネパールの計23名）が
講師となって協力

高尾山観光案内所における外国人留学生による通
訳ボランティアを実施

27 → ▲ →
高尾山事前研修を1回実施。4月から3月（一部の月を除く）に高尾
山観光案内所での通訳ボランティアを実施した。

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

外国人が自国の歴史、文化などを映像や音楽など
を交えて紹介する「世界の人とふれあいタイム」
を実施

16 → → →
4回実施（アイルランド、ベネズエラ・ボリバル共和国、アゼルバイ
ジャン共和国、ラオス人民民主共和国）
参加者数：146人

多文化共生意識の啓発のため講演会・映画上映会
を実施

27 → → →

生涯学習センター南大沢分館で映画上映会「マイスモールランド」
を実施した。【参加人数】45人
また、生涯学習フェスティバル内でも映画上映会「WHOLE」を実
施した。　【参加人数】14人

日本人と外国人との交流を通じて、お互いの習慣
や文化に対する理解を深め、地域の多文化共生を
図ることを目的に国際交流イベント（多文化共生
の集い）を生涯学習フェスティバル内で実施

R4 → → →
国際交流イベント（多文化共生の集い）を生涯学習フェスティバル
内で実施した。

事業内容事業名

世界の人とふれあいタイム

多文化共生講演会・映画会

R6年度取組み数：9

R6年度取組み数：13

助っ人留学生制度

【施策概要】外国人留学生ならではの視点や能力を活かし、地域活性化につながる活動ができるよう支援する。

事業名

外国人留学生による高尾山口
観光案内所での通訳ボラン
ティア

多文化共生の集いin生涯学習
フェスティバル

【施策概要】多文化共生をテーマにしたワークショップ、イベント等により、市民の多文化共生意識の醸成を図る。

R6年度の事業実績など その他

町会や自治会にも制度の周知を図って
メニューを増やす中、より柔軟な助っ
人留学生制度に見直し、より多くの留
学生に参加していただくことで地域と
の交流を促進する。

令和７年度からは、高尾山口観光案内
所と協議の上、通年募集に切り替え
る。

スケジュール

R6年度の事業実績など その他

施策No.16　多文化共生意識の啓発

外国人留学生による小・中学
校でのゲストティーチャー

事業内容

スケジュール
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施策No.17　国際理解の推進

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

海外友好交流都市を紹介する写真展を実施 19 → → →

①海外友好交流都市写真展を八王子駅南口総合事務所で実施。（1月
7日～1月17日）　来場者数2,347名
②中央図書館地下階に期間限定で設置された10代向けフリースペー
スに、海外友好交流都市の写真や豆知識、青少年交流の内容などを
掲示した。（2月26日～3月24日）　来場者数200名
③三井アウトレットパーク南大沢で開催された台湾に関するイベン
ト時に海外友好交流都市である台湾・高雄市の写真を掲示して、啓
発を行った。来場者数1,980名
来場者数計　4,527名

小中高校における国際理解教育の実施 18 → → →
八王子国際協会による学校授業協力
2校（第四中学校、中山中学校）

施策No.18　外国人市民への社会参加の支援

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

外国人が集まるコミュニティを対象に、防災訓練
を実施する。

28 → → →
東京都つながり創生財団主催の災害時多言語翻訳シミュレーショ
ン、八王子市総合防災訓練、八王子モスク防災訓練を実施した。

「町会・自治会への加入促進チラシ」の英語、中
国語、韓国語版を作成し、外国人に対して町会・
自治会への加入促進を図った。

25 → → →
町会・自治会への加入促進を図るため、多言語版で作成したチラシ
を配布した。

日本人と外国人との交流を通じて、お互いの習慣
や文化に対する理解を深め、地域の多文化共生を
図ることを目的に国際交流イベント（多文化共生
の集い）を生涯学習フェスティバル内で実施

R4 → → →
国際交流イベント（多文化共生の集い）を生涯学習フェスティバル
内で実施した。

R6年度の事業実績など その他

【施策概要】国際理解教育の実施など、世界の文化に触れる機会を創出し、国際理解の推進を図る。

R6年度の事業実績など その他

R6年度取組み数：18

事業内容

スケジュール

事業名 事業内容

スケジュール

海外友好交流都市写真展

事業名

【施策概要】外国人市民が地域に主体的に参加ができる環境を整備するとともに、ネットワークの活性化を図る。

外国人コミュニティでの防災
訓練

R6年度取組み数：10

学校における国際理解教育

外国人市民のための「町会・
自治会への加入促進チラシ」

多文化共生の集いin生涯学習
フェスティバル
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施策No.19　外国人観光客への観光案内

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

八王子観光コンベンション協会が運用する観光
ホームページに多言語ページを設け、外国人観光
客が必要とする情報を掲載する。

25 → → →
観光総合ホームページに中国語（簡体字）の多言語ページを追加す
るとともに、日本語で作成していた記事を各言語（日・英・繁体中
文）で翻訳したページも追加した。

日本遺産に関する外国語ガイド人材を育成し、市
内の観光スポット（高尾山など）でガイドを行
う。

R6 ☆ → →

中学生・高校生が、高尾山口駅周辺で外国人観光客に観光ガイド
マップを手渡しながら、日本遺産ストーリーや構成文化財を紹介す
るとともに、市内のおすすめスポットのPRを行った。
（延べ参加者数：62人）

施策No.20　MICEの推進

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

事業者ネットワークの活用や、MICEボランティア
の登録、派遣体制の整備

30 → → →
高尾山へのエクスカーション等の外国人参加者のサポートを充実さ
せるため、通訳やガイドの登録を増やせるように働きかけた。

左記大会が実施される場合、多言語対応のため
に、八王子国際協会に通訳を委託

29 △ △ → ボルダーワールドカップが開催されなかったため事業実施せず。

外国人向けの特集やモデルコースの記
事を作成、追加する。

事業内容

スケジュール

R6年度の事業実績など

R6年度取組み数：5

事業内容

R6年度取組み数：16

外国語ガイド人材育成事業

その他

【施策概要】海外へのPR、多言語による観光情報等を充実し、外国人市民や外国人留学生、語学ボランティア等を活用した観光案内の体制を構築するとともに、観光施設や商店街等における外国人観光客対応を支援す
る。

事業名

多言語HP（観光情報）

MICEの推進

IFSCボルダーワールドカップ
八王子での外国語通訳配置

【施策概要】MICEの受入れに向け、誘致活動を推進するとともに、外国人参加者へのサポートなど、支援体制を強化する。

事業名

通訳やガイドの登録の増加や、外国語
対応可能な事業者の増加など事業者
ネットワークの体制強化を図っていく

令和7年度（2025年度）は大会が開
催されないため実施しないが、今後も
左記大会が実施される場合には継続的
に通訳案内を配置予定。

スケジュール

R6年度の事業実績など その他
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施策No.21　海外友好交流都市等との交流

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

海外友好交流都市との市民交流が活発に実施され
るための相談窓口として海外交流支援デスクを設
置

18 → → →
市民による友好交流都市訪問やオンライン交流をメインに20件調整
した。

市民団体における海外交流事業支援 → → →

・高雄市からの市民団体訪問受け入れ
・中学校給食への高雄市産パイナップル寄付
・高雄市との小学校音楽交流
など計13件調整した

異文化交流を通じて豊かな国際感覚を育成するた
め、海外友好交流都市へ青少年（中学生）を派遣
する。

19 → → →

公募で選ばれた市内在住の中学生16名を台湾高雄市へ派遣し、現地
の中学校を訪問して文化交流を行った。また、参加者の国際感覚や
語学力、自己PR力の向上を図るために、事前に英会話やプレゼン
テーション研修を実施した。

施策No.22　国際協力の推進

記号説明　 ☆：開始 　→：継続 　⇒：充実 　▲：見直し　△：休止 　×：廃止

開始
年度

R6
年度

R7
年度

R8
年度

平成29年度（2017年度）から令和元年度
（2019年度）の3年間、JICA草の根技術協力事
業のもと、ミクロネシア連邦チューク州において
ごみ問題改善プロジェクトを実施し、発展途上国
のごみ問題改善に向けて取り組んできた。
プロジェクト終了後も、本市が有するごみ減量や
適正処理に関する技術及び経験を、発展途上国に
おける廃棄物管理への支援に活かすため、関係機
関と連携しながら、資源循環技術協力による国際
支援を継続する。

29 → → →
・創価大学、上智大学、帝京大学で国際協力に関する内容を含んだ
講義を行った。

フェアトレード商品の購入など、人や社会・環境
に配慮した消費行動を推進するため、倫理的（エ
シカル）消費関連の各種啓発活動を実施する。

29 ⇒ ⇒ ⇒
消費生活フェスティバルやケイハチクリスマスマーケットにて、講
演会やエシカルマルシェを実施。東京都や民間事業者、団体と連携
して、エシカル消費の普及啓発を図った。

事業内容

スケジュール

R6年度の事業実績など その他

【施策概要】国際協力団体や大学等と連携し、開発途上国等を支援するとともに、国際協力活動や倫理的（エシカル）消費の周知を図る。

事業名

引き続き関連機関と連携しながら、視
察の受け入れや対面・オンラインでの
講義等を通じて国際支援を継続してい
く。

生産国の労働環境の確保や暮らしの改
善につながるフェアトレードをはじ
め、エシカル消費を日常に取り入れる
意識を醸成するため、「Hachiojiエシ
カル」プロジェクト（仮称）を計画。
「TOKYOエシカル」を発展させた八
王子独自のエシカル消費の普及啓発体
制の構築を目指す。

その他

R6年度取組み数：13

資源循環技術協力による国際
支援

倫理的（エシカル）消費の啓
発

【施策概要】海外友好交流都市に関連したイベントを通じて各都市の魅力を周知するとともに、さまざまな分野での活発な交流を支援・促進する。

事業名

令和7年度も海外交流事業として台湾
高雄市へ青少年（中学生）を派遣予
定。八王子まつりには高雄市からパ
フォーマンス団が公演予定。

八王子市立緑が丘小学校と高雄市鳳山
小学校が音楽交流を実施（R6.5実施
済）。

事業内容

スケジュール

R6年度の事業実績など

海外交流支援デスク

海外交流事業支援

R6年度取組み数：3

青少年海外交流事業

12 ページ


